
●問合せ　経営管理課（☎34・6623、FAX36・5529、✉keieikanri@city.toyota.aichi.jp）

水道水を利用する皆さんに知ってほしい
水道事業・料金のこと

特集１

現在の水道料金（１か月分）

水量料金 （税抜き）

口径
水量
料金

～25mm 30～40mm 50～75mm 100～150mm

81円/㎥ 161円/㎥ 241円/㎥ 311円/㎥ 161円/㎥ 241円/㎥ 311円/㎥ 241円/㎥ 311円/㎥ 311円/㎥
～20㎥ 21～40㎥ 41～60㎥ 61㎥～ ～40㎥ 41～60㎥ 61㎥～ ～60㎥ 61㎥～ １㎥～

基本料金 （税抜き）

口径
料金

13mm 20mm 25mm 30mm 40mm 50mm 75mm 100mm 150mm
790円 890円 2,380円 4,150円 8,210円 12,200円 30,400円 61,010円 177,180円

安
心
な
、
未
来
の
水
道
水
の
た
め
に

　誰もが日常の至る場面で使っている水道水。「蛇口をひねれば水が出る」という当たり前の
生活を送っていますが、その一方では、水道事業の経営が年々厳しさを増しています。
　豊田市上下水道局では、未来にわたって安全・安心な水道水を提供し続けていくために、
水道料金など水道事業の適正なあり方を検討しています。この特集では、今後の水道のこと
を考えるきっかけになるよう、水道水を使う皆さんに豊田市の水道の現状をご紹介します。

　水道事業は、皆さんが２か月に１回支払っている水道料金によって支えられています。その料金は、メーター
の口径による基本料金と、使用した水の量による水量料金の合計により算出されます。

　一般的な家庭の場合、基本料金は口径20ミリメー
トル前後、水量料金は水量20立方メー

トル以下がほとんどです。

現在の水道料金
CHAPTER １

　水道事業収入の大半が、水道料金の収入です。
しかし人口減少などの影響により、その収入が近
年減少傾向にあり、今後も大幅に減ることが予想
されます。また、節水意識の高まりや節水機器の
機能向上は社会にとって良いことではありますが、
結果として、水道料金収入の減少につながってい
ます。

収入の減少

支出の増加

　水道管や施設の維持管理、更新にかかる支出が
年々増加しています。中でも、更新にかかる支出
額は、右の表のとおり、平成23年から令和２年に
かけて27億円増額しています。

　水道事業は、市の会計とは別の公営企業会計（独立採算）です。皆さんからの水道料金などの収入をもとに、水
道水を安定して提供するために必要な支出を賄い、水道事業を運営しています。
　しかし現在、市の水道事業では、収入の減少と支出の増加が懸念されています。

　収入の減少と支出の増加は、今後も続くと予想され、経営状況はより一層厳しさを増していきます。

水道事業の経営状況
CHAPTER ２

　※写真は、川田水源送水場・受水池（水間町）の内部を撮影したもの。ここから、きれいな水道水を各家庭に送っています
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　水道事業の経営が年々厳しさを増す大きな要因は、水道管や施設の維持管理、更新にかかる支出の増加です。
現在直面している課題と、市上下水道局が行っている取組を紹介します。

支出増加の要因　－水道施設の維持管理、更新－
CHAPTER ３

課題１　水道管や施設の老朽化
　水道管や施設には法律で定められた耐用年数があります。
令和３年度末の時点で、市内にある水道管約3,670キロ㍍の
うち630キロ㍍が、この耐用年数を超えていました。今後
も、その数は年々増えていきます。

課題３　日常起こりうる漏水事故
　漏水事故による大規模な断水など、市民生活
への影響が懸念されます。例年、1,000件程度の
漏水が発生しており、多くの世帯に影響を及ぼ
した重大事案も起こっています。

　病院や避難所につながる水道管や施設は、被災時においても
重要な役割を担うことから、優先的に耐震化を図ります。また、
応急給水の拠点となる施設を整備し、被災時への備えを拡充し
ています。

課題２　大地震などによる水道管や施設の破損
　大地震による水道管や施設の破損は、大規模な断水につながり
ます。予測される南海トラフ地震が発生した場合、市内約41万人
の日常生活に影響がでることが想定されます。

取組

取組

　令和２年５月からAI（人工知能）による水道管劣
化予測を行っています（実践導入は全国初）。効率
的に水道管の劣化状況を見定め、更新の優先順位
を決定することができます。漏水箇所の修繕を確
実かつ速やかに実施できる体制を整えています。

優先度に応じた耐震対策

　令和元年度に策定した「水道ストックマネジメント計画※」に基づき、水道管や施設の状況を評価し、長期的な
状態を予測しながら、計画的に維持管理、更新を行っています。
※水道ストックマネジメント計画…水道管や配水池、ポンプ場などの資産を計画的に管理するための計画

取組
計画的な施設の更新

先進技術を活用した効率的な維持管理

経費削減に向けた市上下水道局の計画的な取組

豊田市が目指す水道事業の方向性とその実現に向けた取組を示した、最も基本となる計画

　各種計画に基づき様々な取組を行うことによって、効率的な維持管理や経費削減に取り組んでいます。

　未来にわたって安全・安心な水道水を提供するために、今後の水道料金などの適正なあり方について、市民の
代表である上下水道事業審議会に諮問しました。初回を５月30日に開催し、９月頃まで審議される予定です。そ
の後、豊田市は審議された内容などをもとに、今後の水道料金などの方向性を決定します。

今後の水道料金などの検討
CHAPTER ４

水道料金のはなし

　右の表は、一般的な家庭が１か月に支払って
いる公共料金の推移です。ライフラインの料金
は物価の影響を受けやすいことから、価格が変
動しやすく、実際に電気・ガスの料金は過去20
年余りの間に大きく上下しています。

※審議会の内容は、市ホームページに順次掲載します。（初回の掲載は６月下旬を予定）

　豊田市では、平成10年度を最後に（※）、水道
料金の改定を実施していません。現在は、令和
４年度まで料金を据え置くこととしています。

24年間、料金を据え置いています

審議会（初回） 審議

５月30日

答申 水道料金などの方向性を決定

９月頃

≪参考≫

新水道耐震化プラン

優先度をつけて
耐震化を実施

水道施設の統廃合

浄水場などの施設を廃止

AIの活用

水道管の劣化予測を行い
水道管更新を効率化

ストックマネジメント計画

資産の状況を評価し
計画的に管理・更新

新・豊田市水道ビジョン

参考：すいどうの楽学 中級編（著/熊谷和哉、日本水道新聞社）
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